
鶴岡バイオコミュニティ

地域バイオコミュニティ（令和3年6月認定）

令和５年１０月

一般社団法人鶴岡サイエンスパーク

（活動報告：令和４年７月～令和５年９月）



ブランディングと情報発信

【実施状況・現状分析】
⚫ R.4.12～R5.3 Spiber社ブランディングチームと連
携し、鶴岡バイオコミュニティのネットワーク機関である
一社鶴岡SPのロゴリニューアルを含む
ブランディングを行った。

⚫ R.4.12～R5.3 一社鶴岡SPのウェブ
サイトのリニューアル、コミュニティのメンバー機
関を紹介するPR動画を制作した。

【今後の取組方針】
⚫ コミュニティの特徴をあらわすキャッチコピー、最新情報を発信する一社鶴岡SP
ウェブサイト内容・更新頻度、視察フォーム等の改訂について検討し、R6年度
までに、さらなる充実をめざす。

⚫ R.5年度中に、鶴岡サイエンスパーク内に各機関を紹介する常設展示ブース
を設置、総合パンフレットの作成を行い、情報発信を強化する。

異分野融合と⼈材育成

【実施状況・現状分析】
●研究助手、特別研究生の受入れ（慶應、国立がん研究センター）
地域の高校生約30⼈受入れ、研究従事・活動の場を提供／2009,2011年
より継続実施。
⚫ 慶應先端研と大手企業の包括連携協定
・R.5.4月より、損保ジャパン1名、第一生命1名が鶴岡に派遣（計7社・延べ
15⼈）。R.5.9月に慶大三田キャンパスで企業派遣フォーラムを開催。
・R4.11月、R5年6月：第3,4回「未来創造企業 鶴岡会議」を開催

⚫ サマーバイオカレッジ・庄内セミナー・薬学部リトリート  【慶應×地域×バイオ】
⚫ バイオインベストメントギルド：【バイオ×企業×投資】

●コミュニティ内の融合促進
鶴岡サイエンスパーク新棟（F棟）コミュニティスペース等を
活用した交流会の実施。R4.12月「ハッピーアワー」、
R5.5月「若手研修セミナー・ランチ会」を開催。

【今後の取組方針】

●鶴岡エコシステムのさらなる推進（育成・融合・活用）

慶應先端研、鶴岡高専、山形大学のアカデミア群によるバイオ⼈材の継続的な
育成・輩出に加え、東北公益文科大学を加えた地域の高等教育機関の連携
を推進し、コミュニティへの⼈材連結をはかり、Spiber社など鶴岡発ベンチャーが
惹きつける外部からの転入⼈材（UIターン⼈材）、大企業から派遣される⼈
材との融合、コミュニティでの活用を進める。

主な活動実績（令和４年７月～令和５年９月）と今後の方向性①
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https://tsuruoka-sp.jp/

イラストによる
「鶴岡バイオコミュニティ」表現案

鶴岡バイオコミュニティでの
定期的な交流会の開催



社会受容性の向上

【実施状況・現状分析】
⚫ R5.6月に東京・白金でふるさと納税者を主対象に
「鶴岡市グランドジャーニー」 を鶴岡市と一社鶴岡SPが共催。
鶴岡バイオコミュニティを同市の主要な魅力の一つとしてPRし、
地域資源との相乗効果・融合をはかった。（サリバテック、
Spiberは鶴岡市ふるさと納税の返礼品を提供している）

⚫ R5.5月に「鶴岡サイエンスパークまつり」実行委員会を組織（鶴岡商工会議
所、一社鶴岡SP、慶應先端研、鶴岡サイエンスパーク入居機関）。開催目
的に①地域理解を深める総合的な紹介とコミュニケーションの場づくり②準備
プロセスでの⼈材交流による地域との連携強化・相互理解を掲げて進行。

●R5.8月「科学の祭典in山形」出展（Spiber、慶應先端研、サイエンスパーク）。

【今後の取組方針】

⚫ 「鶴岡サイエンスパークまつり」をR5.11月に
初開催する。R6以降も、年1回の開催を継続し、
地域の各機関との連携、市民とのコミュニケーション
の場とする。

⚫ 「科学の祭典in山形」への出展を継続し、
内容を充実させる。

⼈材・投資の呼び込み

【実施状況・現状分析】
●コミュニティへの参画と連携
・山形大学アグリフードシステム先端研究センターが新たに参画
・一社鶴岡SPの運営について連携（慶應、Spiberから理事を新たに選出）

●外部視察・研修の受入れ実施（企業、研究機関、行政、海外）
・R4.7月～R5.9月に一社鶴岡SPが33件（延べ約900⼈）の視察を受入
れ、企業・政府行政・研究機関、経済団体とのマッチング・意見交換を行った。
・R4.7月、R5.2 NEDO主催のSSA合宿・鶴岡開催を支援
・R5.5月にインドネシア・ハサヌディン大学、R5.9月にSpiber、JETROを介し
て米ミネソタ州バイオ研究機関「AURI」の視察を受入れ。

●学会・大型教育催事の開催
メタボロームシンポジウム、21世紀大腸菌研究会、高校生バイオサミットin鶴岡、
日本生物学オリンピック本選2023鶴岡大会ほかを開催。

●二地域居住プロジェクト「鶴岡リビングネクスト」の活動
慶大SFC研究所を軸に、大学・企業・地域でコンソーシアムを組織し実践研究。

【今後の取組方針】
●コミュニティの連携強化
コミュニティ内の連携を強化し、個々の機関の取組みを鶴岡バイオコミュニティ
全体の展開に活かす。

⚫ 視察・研修の受入れ推進（企業、研究機関、行政、海外）
一社鶴岡SPによる受入れ内容のさらなる充実と体制整備（スタッフ、オペレー
ションの効率化等）。

●学会・大型教育催事の開催
開催・誘致を継続し、地域がもつ豊かな資源（自然・食・観光・文化）と鶴岡
バイオコミュニティの強みをさらに連結させて訴求する。

●二地域居住プロジェクトの推進
・大学、地域、企業が一体となり、「都市と地方を結ぶ地方地域居住の新しいカ
タチの探求」を展開して魅力的なモデルをつくり、コミュニティへの⼈材・投資を呼
び込む。

主な活動実績（令和４年７月～令和５年９月）と今後の方向性②
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R5.11月に初開催予定
コミュニティ各機関から出展



＜参考資料＞ 鶴岡バイオコミュニティ 構成機関と特徴
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■ネットワーク機関：一般社団法人鶴岡サイエンスパーク
■研究開発機関：
・慶應義塾大学先端生命科学研究所
・鶴岡工業高等専門学校
・理化学研究所CSRS
・国立がん研究センター・鶴岡連携研究拠点
・山形大学アグリフードシステム
先端研究センター

■企業等：
・ヒューマン・メタボローム・
テクノロジーズ株式会社（HMT）

・Spiber株式会社
・株式会社サリバテック
・株式会社メタジェン
・株式会社MOLCURE
・BIPROGY株式会社
・インセムズテクノロジーズ株式会社
・フェルメクテス株式会社

■自治体・インキュベーション機関： 鶴岡市

■特徴
・慶應義塾大学先端生命科学研究所を核とした展開
・慶應鶴岡発スタートアップ各社の多様な個性
・自治体との長年にわたる強固な連携体制（山形県・鶴岡市 2001～ 2023年継続中／ 23年目）
・21.5ヘクタールのコンパクトなエリア集積
・バイオ以外の強力なコンテンツとの連結：ショウナイホテル スイデンテラス、キッズドーム ソライ

（パーク内立地／ヤマガタデザイン株式会社）



＜参考資料＞  鶴岡発バイオベンチャーの取組み
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特定機能性食品に向けた新規サービス開始

タイ工場が本格稼働

カルビーと腸内環境に合わせたグラノーラ発売開始 地域の飲食店とメニュー試作開始

Goldwinから新商品



＜参考資料＞ 「地域から始まる科学技術・イノベーション」取組事例に
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令和5年版
「科学技術・イノベーション白書」掲載（文部科学省発行）



＜参考資料＞  鶴岡バイオコミュニティの目指す姿
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https://tsuruoka-sp.jp/bio-community/

山形大学
アグリフードシステム
先端研究センター



＜参考資料＞ 「鶴岡サイエンスパークまつり」初開催へ
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